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序文

序文

普段生活の中では
ほぼ会話にすることのない
心の中の葛藤を
ひとつの文節にしてみたいと思います

それは幼いころから想いつづけている
生と死
宇宙というもの

実際にその中で生きているのに
その本来の意味がわからないもの……

そして毎日の生活の中での
挫折や葛藤、孤独、そして人生

過ぎてしまった時間は取り戻せない
でもどうするべきだったのか
また今とこれからをどう捉えていくべきなのか

そんな
心の中にだけ燃えているエネルギー
それらを言葉のカケラに
想いを託しながら
今日も蒼い空と
その向こうにあるものを見上げています





宇宙というもの
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生まれる

何故命は生まれる
何のために生まれる

それはたとえば
細胞が集まり
ひとつの器官ができるように
その器官が働いて
ひとつの臓器になるように
その臓器が働いて
ひとつの人間ができるように
その人間が集まって
ひとつの社会ができるように
その社会が集まって
ひとつの国ができるように
その国が集まって
ひとつの星が生きるように
その星が集まって
ひとつの銀河が形成されるように
その銀河が集まって
ひとつの宇宙が生きているように

すべてが繋がっているから
うずまきのように

ひとつがすべて、すべてがひとつだから

私たちは何回も何万回も何億回も
生まれるを繰り返し
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宇宙というもの

少しずつ形を変えながら
次の命にバトンタッチをして
この世界を少しずつ
変えながら進化させている
その中のひと粒が
わたしであり
あなたである

だから

限りある瞬間
今ある命を
精一杯生かして生きることが
次につながっていく
意味のあること

それは壮大なことでもあり
何でもないことでもある
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運命

運命を
信じますか

あらかじめ
定められた
運命にそって
私達は生きていくのでしょうか

全ての巡り合わせも
お膳立てされた
ものなのでしょうか

私は因果を感じます

昨日思ったこと
今日思うこと
明日思うであろうことが
思念となり
複雑に絡み合いながら
結果につながっていく

全ては
自らの日常の積み重ねが
招いていることだと
思うのです

一方で
生まれて間もない子供や
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宇宙というもの

罪のない人が
突然の事故や病気で
悲しい運命に会うのは
どうしてなのか

それもその人や家族、家系
隣人など含めいろいろな
巡り合わせや因果が
その人の上に降りかかっている
のだとしたら？

全ては私達の連帯責任
私達はちっぽけな世界の中での
運命共同体
なのかもしれない

だから
切ってもきれない関係である
自分以外の人の
役に立つことが
本能的な
喜びにつながるのではないだろうか
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宇宙

井の中の蛙である
私たちが
宇宙を理解するのは
とても難しい

でも宇宙にも
初めがあり
終わりがあるのだとしたら
それはぐっと身近なものに
感じられる

きっと宇宙も
何かの生命体の一部なのだろう
と想像できる
それはある日あるとき誕生し
今成長の過程であると
想像できる
やがていつの日か
成長は止まり
いつの日か
死を迎える

銀河系は
そのなかの
ひとつぶであると想像できる


